





































































































































































































































 大学１～２年女子 981人（男子 790人）
  スマートフォン： ８％（15％）
  Twitter利用： 39％（32％）
  Facebook利用： 12％（９％）
 大学３～４年女子 1072人（男子 869人）
  スマートフォン： 14％（22％）
  Twitter利用： 42％（36％）
  Facebook利用： 15％（11％）
⑵　「大学生の SNS活用調査」2014年７月（578人）http://lab.oceanize.co.jp/social-activity/
  Twitter： 43％
  Facebook： 13％
  Google+： ３％





  　使っている  221人（54.8％）
  　使っていない  131人（32.5％）
  　アカウントはあるが使っていない 51人（12.7％）
  Twitter
  　使っている  193人（47.9％）
  　使っていない  159人（39.5％）
  　アカウントはあるが使っていない 51人（12.6％）
  Instagram
  　使っている  55人（13.7％）
  　使っていない  330人（82.3％）




  Twitter： 92.4％
  Facebook： 70.6％
  Instagram： 63.3％
⑸　「情報通信白書 平成28年版」（20代以下200人）
  Twitter： 53.5％
  Facebook： 51.0％




































































































































































































⑶  2007年４月に日本の携帯電話で Twitterを利用できる「モバツイッター」というサービスが公開
された。
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